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　令和の時代に入り、6月には大阪にてG20も開催され、国際
情勢においても様々な局面が展開されていきます。そして、そ
の基礎の一つとして必ずあるのは「エネルギー戦略」で、この
戦略MAP上にいろいろなものが配置され、動いていくのだと
いう思いを強くしております。Natural	energy,	 fossil	energy,	
nuclear	energy,	renewable	energy…と、人類が遭遇してきた
大きなinventionに基づいてエネルギー戦略は展開されていき
ますが、その基礎にあるのは、動力の原理と、それを支える材
料です。
　今月号はエネルギー問題を解決に貢献する高温材料をフィー
チャーしましたが、温度差が大きいプロセスから高い効率が生

まれるという熱力学の法則、原理原則に沿った材料研究開発
を、オールジャパン体制で展開できるのが我が国の強みと、あ
らためて実感する次第です。
　そしてもう一つ、こうした材料開発と背中合わせなのが予測
を超えた事態に対する備えであり、基礎と応用を俯瞰した材料
学教育を通じて、レジリエンス力の高い人材が育てることこそ
最大の備えであり、また、国際競争力・国際協創力の原点にあ
り、そして研究開発の取り組みをそうした教育に落とし込むこ
とこそ重要であると、愚考する次第です。
	 （Y.	K.）

編  集  後  記
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CLASSIC LINE
遊星型ボールミル

▼

容器がセットされる様子。

“NANO領域”PREMIUM LINE P-7.
明日の遊星型ボールミルはこれだ。

ドイツフリツチュ社製遊星型ボールミル

フリッチュジャパン株式会社 info@fritsch.co.jp http://www.fritsch.co.jp

本　　　社 〒231-0023 横浜市中区山下町252 Tel（045）641-8550 Fax（045）641-8364
大阪営業所 〒532-0011 大阪市淀川区西中島7-12-5 Tel（06）6390-0520 Fax（06）6390-0521

P-5/4 P-6 P-7

遊星型ボールミルの
パイオニア

P-4

自転公転比率を
意のままに

フリツチュ社の技術で
容器1個で遊星型に

微量の試料を
対象に

●通常の容器、雰囲気制御容器ともボールも含めて次ぎの材質を御使用いただけます。メノー、アルミナ、ジルコニア、チッカ珪
素、ステンレス、クローム、タングステンカーバイト、プラスッチクポリアミド ●容器のサイズ。500, 250, 80, 45, 12cc。
●乾式のみならず湿式での粉砕が可能。またISO9001, TUEV,  CE等の国際安全基準をクリアー

CLASSIC LINE
遊星型ボールミル

premium lineと並んで従来どおりの
遊星型ボールミルトリオも併せて
ご提供いたします。

M/A、エネルギー関連材料、機能性セラミックス、環境リサイクル、電気電子材料等の開発に不可欠な

“NANO領域”PREMIUM LINE P-7.
明日の遊星型ボールミルはこれだ。
特色
1. 弊社Classic Line P-7と比べて250％の粉砕パワーUP

自転 : 公転比率 : 1 : －2．MAX 1,100/2,200rpm
粉砕エネルギー : MAX 94Ｇ（Classic Line P-7では46Ｇ）

2. 容器を本体に内蔵。
外部に飛び出す危険性は皆無に。

3. 容器のサイズは20, 45, 
80ccの3種類。
雰囲気制御容器も多数用意。

4. 容器のセット、取り出しも
極めて容易に。

Ｐ-4, Ｐ-5, Ｐ-6, Ｐ-7

ドイツフリツチュ社製遊星型ボールミル

CLASSIC LINE 雰囲気制御容器一例
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